１．題材名　中学校第1学年「多様な性のあり方を知ろう」　（内容（２）－ア・イ・ク）

２．題材の目標

○二次性徴に伴う心身の変化や特徴については、個人差が大きく、また性のあり方にも様々なあり方があることを知り、不安や悩みに対処できるようにするとともに、周りの人の性のあり方についても受け入れることができるようにする。

３．題材について

○題材設定の理由
本題材は性的マイノリティについて正しく理解し、感じ方や考え方に個人差があることや、その個性が大切なものとしてとらえられるようにするものである。二次性徴には不安や悩みが大きく付きまとうが、悩むことや考え方が変化していくことも成長であるということを踏まえ、自他の性のあり方について受け入れることができると考え本主題を設定した。
○本題材の指導
事前に学習している体育科保健領域「性機能の成熟」の授業をうけて実施する。二次性徴についての悩みとその対処法を考えた後に扱うことが効果的だと考える。
性のあり方については、自分自身でもわからないことがあったり、年齢を重ねて変化することがあったりすることについても伝える。
４．指導計画

	
	日　時
	活　動　内　容

	事　前
	○月○日

第○校時
	○二次性徴期を迎えたことに伴う心身の変化や特徴を知るとともに、思春期の不安や悩みを科学的に解明し、適切に対処する方法を考える。（Ｐ60　実践編第2章に指導案あり）

	本　時
	○月○日

第○校時
	○二次性徴期を迎えたことに伴う心身の変化や特徴には個人差があり、いろいろな性のあり方があることを知る。

	事　後
	随時
	〇自分が考えた環境づくりを実践できるようにする。

○不安や悩みを友達や周りの大人に相談できるようになる。

○必要な生徒への個別指導。


５．展開例

目指す生徒の姿

	集団活動や生活への

関心・意欲・態度
	集団の一員としての

思考・判断・実践
	集団活動や生活についての

知識・理解

	自己の生活の充実と向上に関わる問題に関心をもち、自主的、自律的に日常の生活を送ろうとしている。
	日常の生活における自己の課題を見出し、自己を生かしながら、よりよい解決方法などについて考え、判断し、実践している。
	集団や社会への適応及び健康で安全な生活を送ることの大切さや実践の仕方自他の成長などについて理解している。

	　
	主な学習活動
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入

５
分
	1.LGBTQなど性の多様性について知っていることを挙げる。
〈予想される反応〉

・聞いたことがある言葉だ。
・芸能人が自分のことを話していた。

	○性の多様性を表す言葉の中から、LGBTQを取り上げ、知っていることについて自由に発表する。
○差別的な内容が出た時は、板書するなどで控えておき、授業の後半でそのことについて考える。
　
	LGBTQの言葉の説明資料


	展開

35
分
	2.資料を見ながら、気づいたことを発表し、用語について確認する。
〈予想される反応〉

・こんなに細かく分かれているんだ。
・自分の好みも中間だな。
・聞いたことはあったけれど思っていたのと違った。
・「自分でもわからない」ということもあるんだな。
	○気づいたことをまず学習カードに記入させ、その後発表させる。

○個人的なことは発表しなくてもよいことを伝える。
○発言の内容を聞き取りながら、補足説明が必要と思われる内容をつかんでおく。

〇用語の説明をし、「Qクエスチョニング」についても説明する。
〇性のあり方について変化することもあることに触れる。

〇現在の調査で約８％、日本における左利きの人や血液型がAB型の人と同じ割合で存在することを伝える。
	資料
「性のあり方」
「性はグラデーション」

	
	３.マイノリティである左利きの人が生活の中で不便だと感じることについて考える。
〈予想される反応〉

・はさみとか道具が右利き用にできていて使いづらい。
・戸を開けるとき、右開きだと難しそうだな。
・右利きに直せと言われることがある。

	○右利きの人が多い社会で、左利きの人が不便だと感じているのではないかと思うことを付箋に書き、グループで発表しながら模造紙に貼っていく。
○付箋をカテゴリー別にまとめる。
　カテゴリーはグループごとに考えるようにし、限定しない。
例　「道具」「施設」「運動するとき」

〇左利きの生徒が体験談を語れるようなら、全体で共有する。不便さに加え、得したことなども話してもらうとよい。
	付箋（例：青色）
模造紙
マジック

	
	３.性のあり方についても学校で不便だと感じることがないか考える。

〈予想される反応〉

・クラスのレクで男女別とかにすぐ分けているよね。
・トイレとか更衣室とか入りづらそうだな。
	○先ほど分けたカテゴリー別を参考に、違う色の付箋に考えたことを書いて、同じように貼っていく。
〇誰にとっても過ごしやすい環境にしていくことが大事だという視点を大事にする。
	付箋（例：黄色）


	まとめ

10
分
	6. 誰もが過ごしやすい環境づくりのために、自分ができることを考え、学習カードに記入し発表する。
【自己決定】
・悩みがある場合はいろいろな相談先があることや、どの先生も話を聞くということを伝える。
	○誰もが過ごしやすい学校にするために自分ができることを考え、学習カードに記入し発表しよう。
【思考・判断・実践】

自他の不安や悩みを解決する方法を考え実践しようとしている。（学習カード・発言）
	学習カード



めあて：いろいろな性のあり方を知ろう。








